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�金子卓議員の一般質問項目

１、地域経済活性化について

（１）３月５日補正予算事業の市内業者優先の発注

①避難所案内板設置工事、小学校・公民館の防水・外壁

塗装工事等の具体的な発注方法

（２）地域活性化のための今年度の予算執行（入札等）

２、市内循環交通システムについて

（１）予約型乗合タクシーの実証運行と本格運行

（２）地域公共交通総合連携計画の策定

３、子育て支援について

（１）子どもの医療費無料化

（２）就学援助制度の周知徹底

４、システム一元化事業について

（１）新しいシステムの使用状況 ①納税（納付）通知書発行等

５、霞ヶ浦導水事業と市上水道事業について

（１）霞ヶ浦導水事業推進（促進）の再考

①「差止め裁判」提訴、那珂川の環境悪化問題、水余り問題等

（２）市上水道事業

①県水の受水、水運用基本計画、久慈川の清流を守る施策等
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市
内
業
者
で
な
く
常
陸
太
田
の
業

者
に
発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
議
会
で
副
市
長
は
「
実
態
と

し
て
地
元
業
者
に
発
注
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
本
当
で

し
ょ
う
か
。
調
査
を
求
め
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
具
体
的
に
質
問
し

ま
す
。
３
月
５
日
に
提
出
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑
で
私

は
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
関

連
事
業
の
発
注
先
の
考
え
方
を
聞

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
答
弁
は
、
市

内
の
業
者
の
置
か
れ
て
る
厳
し
い

状
況
に
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

昨
年
の
１
２
月
議
会
で
市
長
は

一
般
質
問
に
「
国
の
第
２
次
補
正

等
を
見
据
え
な
が
ら
、
市
に
お
い

て
も
独
自
の
経
済
対
策
が
で
き
る

よ
う
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
に
も

日
本
共

産
党

・
金

子
議

員
の
一

般
質

問
は
、

１
１
日
（
木
）
の
２
番
目

（

10時
開
会
）
で
す
。

傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す

アメリカ大使館を訪ね、オバマ大統領あての書簡を

手わたす志位委員長（左）＝４月２８日

オバマ大統領は４月

５日、歴代大統領とし

てはじめて「核兵器の

ない世界」を国家目標

にすると演説。日本共

産党の志位委員長は、

この演説を歓迎し、ア

メリカが核兵器廃絶へ

のイニシアチブを発揮

することを求める書簡

を届けました。

来年の核不拡散条

約（NPT)再検討会議

で、「核兵器全面廃絶

についての核保有国の

明確な約束」、「非核地

帯」について話し合う

ことが決まるなど、核

兵器廃絶をめざす新

たな動きがはじまって

います。

「核兵器廃絶と平和にむかって歩きましょう」 ─ 広島にむかって出発する

２００９年原水爆禁止国民平和大行進＝５月６日、東京・江東区

返書は、志位書簡への感謝をのべたうえ

「この問題に対するあなたの情熱をうれしく

思う」「思慮に富んだあなたの書簡に重ねて

お礼を申し上げる」としるされています。

日本共産党のホームページ

http://www.jcp.or.jp/

日本共産党 検索

申込先 金子議員まで （５２）２４２２

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員

は
、
第
１
回
定
例
議
会
で
「
景
気

悪
化
、
雇
用
破
壊
に
対
す
る
市
行

政
の
対
策
に
つ
い
て
」
の
一
般
質

問
で
「
市
内
業
者
の
経
営
を
守
る

施
策
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

金
子

議
員

市
内
業
者
優
先
の

発
注
に
つ
い
て
、
高
萩
市
の
例
を

紹
介
し
ま
す
。
昨
年
１
１
月
に
開

か
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
、

『
議
会
だ
よ
り
』
が
市
外
業
者
に

発
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

各
議
員
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
「
市
内
の
業
者
は
、
市
の
仕
事

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
を
支
払
っ

て
い
る
」
「
安
け
れ
ば
い
い
と
い
う

考
え
だ
け
が
優
先
す
れ
ば
、
市
内

の
業
者
に
発
注
す
る
も
の
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
「
市
民
の
税
金
を

い
か
に
市
民
に
返
し
て
い
く
か
と
い

う
発
想
で
な
く
て
は
い
け
な
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
議
会
の
責

任
で
発
行
し
て
い
る
『
議
会
だ
よ

り
』
の
印
刷
を
市
内
業
者
に
発
注

す
る
よ
う
市
長
に
申
し
入
れ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

当
市
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

『
議
会
広
報
』
は
東
海
の
業
者
に

発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

費
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
議
長
・
副
議

長
・
各
常
任
委
員
長
の
名
刺
は
、

衛生費 備品購入費 １，０００万円

ごみ収納庫６０基、「資源ゴミ持ち去り禁止」の看板１，３９０ヶ所分

消防費 工事請負費 １，７００万円

避難所案内板設置工事、すでに設置している大宮地域を除く４地域１３５ヶ所分

教育費 外壁塗装工事 ３，９０９万４，０００円

大宮小学校

教育費 防水・外壁塗装工事 ５，８３５万９，０００円

大賀小学校と玉川小学校

教育費 防水・外壁塗装工事 １，８２７万円

大宮公民館

合 計 １億４，２７２万３，０００円

３月５日の補正予算で決まった事業

３
月

５
日

の
補

正

予
算

事
業

の
発

注

は
市

内
業

者
に

か
か
わ
ら
ず
、
補
正
予
算
の
執
行

に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
な
答
弁
が

な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
「
既
存
の
計
画
の
前
倒

し
」
だ
け
で
は
独
自
の
経
済
対
策

で
は
な
い
こ
と
を
強
く
指
摘
し
て
お

き
ま
す
。

副
市
長
は
「
景
気
が
こ
の
よ
う

な
状
況
な
の
で
、
市
内
業
者
優
先

の
受
注
機
会
を
あ
た
え
る
方
向
で

努
め
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
今

度
の
一
般
質
問
で
具
体
的
に
ど
う

発
注
す
る
の
か
質
問
し
ま
す
。



２００９年度

建設事業の概要

（大宮地区）

工 事 請 負 費 の 名 称 金額 （千円 ）

■一般会計

カーブミラー取付工事

防犯灯設置費

大賀小放課後児童クラブ室改修工事

大宮小 〃 空調機設置工事

総合保健福祉センター裏玄関庇 〃

下岩瀬地区農道舗装工事

東野地区農道改良工事

抽ヶ台地区農道 〃

農道随時改良工事

市道１－７号線（若林）舗装工事

安全施設設置工事

市道随時改良工事

市道２－２６号線（上村田）道路改良工事

市道１－９・１０号線（小場） 〃

市道１７０２号線（久慈岡） 〃

市道４２８７号線（小野） 〃

市道１－８号線（若林） 〃

市道６９３６号線（鷹巣） 〃

市道２２５１号線（富岡） 〃

市道２４９７号線（下岩瀬） 〃

市道改良舗装工事

小河川護岸工事

田子内第２住宅集会場解体工事

東野泉住宅 〃

防火水槽新設工事

防火水槽解体撤去工事

消火栓設置工事

村田小体育館床改修工事

上野小集落排水接続工事

大賀分館便所改修工事

文化財看板作成設置工事

文化センター大ホール舞台設備改修工事

文化センター大ホール音響設備 〃

大宮運動公園塗装工事

■公共下水道事業特別会計

公共下水道管渠布設工事

公共下水道取付管工事

■公営墓地特別会計

公営墓地管理道路整備工事

■農業集落排水偉業特別会計

岩瀬集落排水管路工事

岩瀬集落排水処理施設工事

■上水道事業特別会計

高渡取水場水位計更新工事

高渡取水場３号・５号ポンプ 〃

第１浄水場北側ろ過器改修工事

第１浄水場送水ポンプ呼水槽設置工事

第２浄水場ろ過設備更新工事

第２浄水場水場堰式原水流量計 〃

鷹巣増圧機場２号増圧ポンプ 〃

西部配水場次亜塩素酸ソーダ貯留槽 〃

工業団地内電動弁交換工事

大場配水場無電源装置更新工事

*配水管布設工事(２２７,０５０千円)は省略しました。
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日
本
共
産
党
の
金
子
議
員
は
第

１
回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で

「
世
界
経
済
危
機
の
も
と
で
の
日

本
経
済
の
異
常
に
急
速
な
悪
化
は
、

自
民
党
・
公
明
党
政
権
が
す
す
め

た
『
構
造
改
革
』
の
結
果
つ
く
ら

れ
た
『
外
需
頼
み
、
内
需
な
い
が

し
ろ
』
と
い
う
経
済
の
ゆ
が
み
と
ぜ

い
じ
ゃ
く
さ
が
、
一
気
に
噴
き
出

し
た
も
の
で
し
た
」
と
共
産
党
の

見
解
を
の
べ
、
「
景
気
悪
化
、
雇

用
破
壊
の
被
害
を
受
け
た
生
活
困

窮
者
に
対
す
る
緊
急
措
置
」
に
つ

い
て
市
の
対
応
を
質
問
し
ま
し
た
。

金
子

議
員

今
年
２
月
、
水
戸

連絡先 ケータイ

金子卓議員

０９０-１９９４-７６９６

駅
前
で
の
共
産
党
の
街
頭
演
説
に

助
け
を
求
め
て
き
た
青
年
は
廃
車

に
な
っ
た
軽
自
動
車
に
寝
泊
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
青
年
は
大
宮

在
住
だ
っ
た
の
で
水
戸
市
の
田
中

市
議
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
早
速
市

担
当
課
と
相
談
し
ま
し
た
が
、

「
今
夜
の
泊
ま
る
所
」
を
確
保
す
る

手
立
て
が
、
当
時
の
市
行
政
に
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
最
悪
の
事
態
を
考
え

「
住
む
所
を
失
っ
た
生
活
困
窮
者

の
た
め
の
緊
急
避
難
所
」
を
ど
う

確
保
す
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

経
済

部
長

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

よ
る
雇
用
促
進
住
宅
の
あ
っ
せ
ん

や
市
営
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
雇
用
促
進

住
宅
は
空
き
が
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
市
営
住
宅
は
１
０
戸
確
保
し

て
い
ま
す
。

金
子

議
員

相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
今
夜
の
宿
の
確
保
が
で
き
ま

す
か
。

経
済

部
長

対
処
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。

市
長

本
当
に
今
夜
泊
ま
る
と

こ
ろ
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
の
場
合
、

市
内
に
あ
る
キ
ャ
ビ
ン
村
（
の
バ
ン

ガ
ロ
ー
）
を
利
用
し
て
す
ぐ
対
応

す
る
よ
う
に
既
に
申
し
渡
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
こ
う
い
う
こ
と
が
あ

れ
ば
対
応
が
可
能
で
す
。

金
子

議
員

市
社
会
福
祉
協

議
会
に
は
５
万
円
を
限
度
に
し
た

「
小
口
資
金
貸
付
制
度
」
が
あ
り

ま
す
が
、
ネ
ッ
ク
は
貸
付
条
件
の

連
帯
保
証
人
で
す
。
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
緊
急
措
置
と
し
て
弾
力

的
な
運
用
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。保

健
福
祉
部

長
生
活
保
護
に

該
当
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
方
に

限
っ
て
、
緊
急
措
置
と
し
て
、
民
生

委
員
の
意
見
書
等
に
か
わ
る
書
類

と
し
て
市
が
調
査
意
見
書
を
発
行

し
連
帯
保
証
人
を
不
要
に
す
る
弾

力
的
な
運
用
を
は
か
っ
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

金
子

議
員

「
住
居
を
失
っ
た

方
」
が
本
当
に
困
っ
た
と
き
、
生
活

を
立
て
直
す
た
め
の
最
後
の
手
段

と
な
る
の
が
生
活
保
護
で
す
。
し
か

し
、
通
常
の
対
応
で
は
、
そ
の
役
割

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
生
活
保
護
申
請
か
ら
保

護
決
定
ま
で
に
か
か
っ
た
日
数
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健

福
祉

部
長

今
年
度
、
現

在
ま
で
に
申
請
が
あ
っ
て
受
給
に
い

た
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
４
４
件
あ
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
必

要
で
、
決
定
ま
で
の
日
数
は
通
常

で
あ
れ
ば
１
０
日
か
ら
法
定
期
限

の
１
４
日
が
一
般
的
で
す
。
最
短

の
７
日
と
い
う
の
は
、
早
急
に
施

設
に
入
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
り
、
速
や
か
に
対
応
し

ま
し
た
。

金
子

議
員

緊
急
時
に
は
も
っ

と
も
っ
と
迅
速
な
対
応
を
す
べ
き
で

す
。

金
子
議
員

当
市
の
減
免
規
定

で
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
災
害
時

の
み
で
県
内
で
は
少
数
派
で
す
。

県
の
資
料
に
よ
る
と
、
今
回
問
題

に
し
て
い
る
失
業
者
に
対
す
る
減

免
規
定
が
あ
る
の
は
７
市
、
他
の

規
定
を
準
用
し
減
免
可
能
な
自
治

体
が
３
市
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
失

業
の
ほ
か
病
気
等
に
よ
る
収
入
減
、

所
得
・
収
入
が
生
活
保
護
基
準
該

当
世
帯
な
ど
へ
の
減
免
規
定
を
も

う
け
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
減
免
基
準
を
明
確
に

す
る
た
め
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
ま
す
。

市
長

こ
の
減
免
基
準
に
つ
い

て
は
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
年
度
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

金
子
議
員

２
月
の
臨
時
議
会

で
補
正
予
算
化
さ
れ
た
緊
急
臨
時

職
員
が
６
人
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
新
年
度
、
４
月
１
日
か
ら

の
同
事
業
を
ど
う
す
る
の
か
説
明

を
求
め
ま
す
。

経
済
部
長

補
正
予
算
承
認
の

翌
日
に
、
新
聞
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
各
総
合
支
所

・
さ
ら
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
に
募
集
内
容
を
掲
示
し
周
知
し

ま
し
た
。

２
１
年
度
に
お
い
て
も
本
年
度

同
様
に
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

金
子

議
員

周
知
に
は
防
災
行

政
無
線
も
活
用
す
べ
き
で
す
。

新
年
度
予
算
に
は
予
備
費
と
し

て
２
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
独
自
の
事
業
と
し
て
（
補

正
予
算
を
待
た
ず
に
）
、
最
初
に

の
べ
た
政
治
被
害
者
に
対
す
る
事

業
を
展
開
す
る
よ
う
強
く
要
請
し

ま
す
。

生
活
困

窮
者

へ
の

緊
急
措

置
を

質
問

緊
急
一
時
避
難
所

生
活
福
祉
資
金
制
度

生
活
保
護
制
度

国
保
税
の
減
免
制
度

緊
急

臨
時
職

員
の
採

用
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